
多
様
な
形
で
継
承

変
化
も

仲間との出会い 宝物 に

一
本
の
竹
を
細
か
く
割
い
て
広
げ

て
い
く
。
鮮
や
か
な
糸
で
編
み
、
奇

麗
な
紙
や
布
を
貼
る
。
さ
ま
ざ
ま
な

工
程
を
経
て
、
上
品
で
美
し
い
「
房

州
う
ち
わ
」
が
出
来
上
が
る
。

南
房
総
市
の
富
山
平
群
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
週
２
回
、
房
州

う
ち
わ
の
伝
習
会
が
開
か
れ
て
い

る
。
県
内
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
だ
け

で
な
く
、
県
外
か
ら
の
移
住
者
も
参

加
し
て
い
る
。
参
加
者
の
一
人
で
あ

る
佐
生
真
理
子
さ
ん

は
、
神
奈

川
県
か
ら
の
移
住
者
だ
。
う
ち
わ
作

り
を
始
め
て
１
年
半
。
「
納
得
の
い

く
作
品
を
作
る
こ
と
が
ま
だ
で
き
て

い
な
い
の
で
、
作
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
が
目
標
」
と
話
す
。

房
州
う
ち
わ
は
、
房
総
半
島
で
採

れ
る
し
な
や
か
な
女
竹
を
使
い
、
竹

を
割
く
作
業
や
紙
を
貼
る
作
業
な

ど
、

の
工
程
を
す
べ
て
手
作
業
で

行
う
。
経
済
産
業
大
臣
が
指
定
す
る

国
の
伝
統
的
工
芸
品
の
一
つ
だ
。

か
つ
て
は
職
人
が
技
術
を
受
け
継

い
で
い
た
が
、
作
り
手
の
減
少
を
受

け
、
房
州
う
ち
わ
振
興
協
議
会
は
平

成

年
度
か
ら
入
門
講
座
を
開
講
し

て
い
る
。
講
座
で
は
、
う
ち
わ
作
り

に
適
し
た
竹
の
選
び
方
か
ら
仕
上
げ

ま
で
の
全

工
程
を
、
実
際
に
作
業

を
学
び
な
が
ら
身
に
付
け
て
い
く
。

受
講
後
は
伝
習
会
に
参
加
、
経
験
を

積
み
一
定
以
上
の
技
量
が
認
め
ら
れ

れ
ば
協
議
会
の
認
定
職
人
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
。
同
協
議
会
の
認
定
職

人
で
あ
る
吉
良
明
美
さ
ん

は
、

「
仲
間
た
ち
と
教
え
合
う
時
間
が
宝

物
」
と
語
る
。

会
長
の
太
田
美
津
江
さ
ん
は
、「
今

は
や
り
た
い
人
が
取
り
組
む
時
代
。

基
本
を
守
り
つ
つ
、
新
し
い
挑
戦
を

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
若
手
へ
の

期
待
を
語
る
。

（
柴
田
真
弥
、
北
見
隼
人
、
田
辺
里

穂
子
）

移
住
者
も
職
人
へ
伝
習
会

伝習会で練習する参加者ら
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房
州
う
ち
わ

第二の人生 伝統を次世代へ

作
り
手
と
の
架
け
橋
に

工房への思いを話す

三平智子さん

第二の人生として、

地域の伝統を継承しよ

うとする人もいる。教

職を退き、房州うちわ

に携わる道を選んだ

うちわ工房 和 の三

平智子さん 。2019

年３月まで、南房総市

の中学校で校長を務め

ていた。両親の実家が

うちわ屋で、幼い頃か

ら房州うちわが身近な

存在だった。

「うちわ工房 和」

は、母親の和子さんが

立ち上げた工房だ。現

在は、和子さんと一緒

に長年うちわ屋を支え

てきた職人たちが制作

に携わっている。職人

の高齢化は進んでいる

が、工房のうちわを楽

しみにする客もおり、

その架け橋になろうと

工房の経営を受け継い

だ。教員時代のキャリ

アを生かし、小学校で

の出前授業でも伝統を

次世代に伝えている。

「手仕事だから、職

人の思いが込められて

いる」と房州うちわの

魅力を語る。 年以上

うちわを作り続けるベ

テラン職人でも、いま

でも奇麗に仕上がると

喜ぶとのこと。売る側

として、作り手の思い

を大切にしていきたい

という。

（田辺里穂子）
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千葉県の伝統工芸品

江戸からの文化が長く受け継がれている千

葉県。海に囲まれ、自然豊かな風土が多様な

文化を発展させた。伝統工芸品は、人手不足

や職人の高齢化といった問題点がある一方、

新しい形で進化を遂げている。従来の伝統工

芸品が、時代の移り変わりとともに変化し、

新しい風をもたらしている。房州うちわ、江

戸つまみかんざし、打ち上げ花火の３点から

千葉県の伝統工芸品の今を考える。
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江戸つまみかんざし 日常に彩り 海外進出も

「
江
戸
つ
ま
み
か
ん
ざ

し
」
の
県
指
定
伝
統
的
工

芸
品
製
作
者
、
藤
井
彩
野

さ
ん
は
、
現
代
的
な
発
想

で
、
新
し
い
伝
統
の
形
を

切
り
開
い
て
い
る
。

正
方
形
に
小
さ
く
裁
断

し
た
絹
の
生
地
を
ピ
ン
セ

ッ
ト
で
つ
ま
ん
で
手
作
業

で
花
び
ら
を
作
る
。
江
戸

時
代
の
人
た
ち
に
と
っ

て
、
つ
ま
み
か
ん
ざ
し
は

日
常
的
な
ア
ク
セ
サ
リ
ー

の
一
つ
だ
っ
た
。
「
多
く

の
人
に
、
こ
の
す
て
き
な

工
芸
を
知
っ
て
も
ら
う
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
ん
だ

ろ
う
」
。
ピ
ア
ス
や
髪
飾

り
、
ア
ロ
マ
デ
ィ
フ
ュ
ー

ザ
ー
な
ど
、
現
代
の
人
た

ち
が
使
え
る
商
品
を
次
々

と
生
み
出
し
た
。

海
外
で
の
仕
事
に
憧
れ

を
持
ち
、
大
学
時
代
に
韓

国
を
訪
れ
た
が
、
自
分
が

日
本
の
文
化
を
知
ら
な
い

こ
と
を
痛
感
し
た
。
帰
国

後
、
自
分
の
国
の
文
化
を

知
る
た
め
に
つ
ま
み
細
工

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参

加
し
た
。
こ
れ
が
、
藤
井

さ
ん
と
つ
ま
み
細
工
と
の

出
合
い
だ
っ
た
。

大
学
卒
業
後
、
呉
服
店

で
働
き
な
が
ら
独
学
で
技

術
を
習
得
。
伝
統
に
と
ら

わ
れ
ず
、
現
代
の
人
が
手

に
と
っ
て
く
れ
る
デ
ザ
イ

ン
を
考
え
た
。
今
で
は
、

国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中

国
を
は
じ
め
と
し
た
海
外

の
店
舗
に
も
展
開
が
広
が

っ
た
。

学
生
時
代
に
憧
れ
た
海

外
で
の
仕
事
。
そ
し
て
今

の
夢
で
あ
る
つ
ま
み
細
工

を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
。

「

年
前
の
自
分
の
夢

も
か
な
っ
て
い
る
し
、
今

の
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

も
少
し
ず
つ
現
実
の
も
の

に
な
っ
て
い
る
」
と
笑
顔

で
話
し
て
く
れ
た
。
（
大

濵
李
緒
、
チ
ョ
ナ
ヒ
ョ
ン
、

對
馬
琴
音
）

花びらをつまんでいる藤井彩野さん

父から子へ家族で手作り

夏
の
風
物
詩
の
代
表
と

し
て
花
火
は
長
い
間
輝
き

続
け
て
い
る
。
柏
市
箕
輪

に
店
舗
を
構
え
る
老
舗
の

花
火
専
門
店
、
哀
城
煙
火

店
は
明
治
後
期
か
ら
１
０

０
年
以
上
営
業
し
て
い

る
。書

き
入
れ
時
の
シ
ー
ズ

ン
に
向
け
、
一
年
を
通
し

て
花
火
を
製
造
し
続
け
て

い
る
。
大
玉
に
な
る
と
重

さ
は
一
つ

㌔
。
大
会
前

に
は
早
朝
か
ら
深
夜
ま
で

休
み
な
く
働
く
こ
と
も
あ

る
。重

労
働
が
敬
遠
さ
れ
、

担
い
手
が
減
り
、
職
人
の

高
齢
化
で
継
続
を
断
念
す

る
店
も
多
い
。そ
ん
な
中
、

同
店
で
は
代
表
で
４
代
目

の
哀
城
勇
さ
ん

を
中

心
に
、
息
子
の
渉
さ
ん
と

長
女
の
加
賀
菜
穂
子
さ
ん

ら
家
族
や
親
戚
が
店
を
支

え
る
。
「
小
さ
い
頃
か
ら

父
の
仕
事
を
見
て
い
て
継

ご
う
と
思
っ
た
」
と
渉
さ

ん
は
話
す
。

そ
れ
で
も
、
夏
の
花
火

大
会
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る

と
、
家
族
だ
け
で
は
仕
事

が
回
せ
な
い
。
そ
ん
な
時

に
店
を
支
え
る
の
が
地
域

の
人
た
ち
だ
。
普
段
は
、

自
営
業
や
農
家
、
大
工
を

し
て
い
る
人
、
一
般
企
業

で
働
く
人
も
い
る
。
今
は

経
営
を
や
め
た
花
火
師
の

人
も
応
援
に
駆
け
付
け
る

と
い
う
。
「
手
伝
う
の
を

楽
し
み
に
し
て
、
予
定
を

空
け
て
お
い
て
く
れ
る
人

も
。
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

続
け
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
」
と
勇
さ
ん
。

手
賀
沼
の
花
火
大
会
の

よ
う
な
大
き
な
イ
ベ
ン
ト

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
小

さ
な
お
祭
り
や
学
園
祭
の

花
火
で
も
、
花
火
の
打
ち

上
げ
を
手
が
け
て
い
る
。

勇
さ
ん
は
、
「
大
き
い
花

火
大
会
も
い
い
け
れ
ど
、

地
域
の
方
が
も
っ
と
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
花

火
を
打
ち
上
げ
た
い
」
と

話
す
。
地
域
ぐ
る
み
で
つ

な
げ
て
い
く
、
新
た
な
継

承
の
形
で
前
に
進
む
。（
八

百
屋
す
も
も
、
森
安
遥
、

石
川
綾
捺
）
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今回取り上げた三つの工芸品は、全て千葉

県の伝統的工芸品に指定されている。指定の

基準について県は、「製造過程の主要部分が

手工業的であること、伝統的な技術又は技法

により製造されたものであること、主たる原

材料が、伝統的に使用されてきたものである

こと、おおむね 年以上、県内で製造されて

いるものであること」としている。

房州うちわの太田美津江さんは1997年、打

ち上げ花火の哀木勇さんと江戸つまみかんざ

しの藤井彩野さんは2017年に千葉県指定伝統

的工芸品製作者として指定された。
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打
ち
上
げ
花
火

花火の製作に取り組む哀城勇さん 右

と息子の渉さん
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